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今
村
の
活
動
分
野
は
、
民

事
、
刑
事
双
方
の
多
岐
に
わ

た
り
、
と
り
わ
け
そ
の
名
を

世
に
知
ら
し
め
た
の
は
旧
憲

法
下
、
政
治
に
絡
む
刑
事
事

件
だ
っ
た
。

明
治
天
皇
暗
殺
を
計
画
し

た
と
し
て
、
政
府
が
幸
徳
秋

水
ら
２６
人
を
検
挙
、
全
国
の

社
会
主
義
者
・
無
政
府
主
義

者
ら
を
徹
底
弾
圧
し
た
と
さ

れ
る「
大
逆
事
件
」。
来
年
、

事
件
の
発
端
か
ら
１
０
０
年

を
迎
え
る
。

今
村
は
、
日
本
の
公
害
の

原
点
と
い
わ
れ
る
「
足
尾
鉱

毒
事
件
」
の
弁
護
に
よ
り
、

田
中
正
造
を
介
し
て
幸
徳
秋

水
と
知
り
合
い
、
「
大
逆
事

件
」
の
弁
護

を
引
き
受
け

る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
。

１
９
２
３

（
大
正
１２
）

年
に
は
、
帝

国
議
会
の
開

院
式
に
臨
む

途
中
の
摂
政

宮
（
後
の
昭

和
天
皇
）
を

難
波
大
助
が

狙

撃

し

た

「
虎
ノ
門
事

件
」
が
発
生
し
た
。

今
村
は
こ
の
二
つ
の
大
逆

罪
（
※
）
の
官
選
弁
護
人
と

し
て
活
躍
し
た
。

ほ
か
に「
五
・
一
五
事
件
」

（
１
９
３
２
∥
昭
和

７

年
）、「
神
兵
隊
事
件
」（
１
９

３
３
年
）
∥
い
ず
れ
も
国
家

改
造
運
動
関
係
者
の
テ
ロ
事

件
、「
帝
人
事
件
」（
１
９
３
４

年
）
∥
司
法
フ
ァ
ッ
シ
ョ
、

政
党
政
治
攻
撃
事
件
∥
な
ど

歴
史
に
名
が
残
る
事
件
を
弁

護
。
自
由
民
権
運
動
・
普
選

運
動
に
も
か
か
わ
っ
た
。
今

村
の
弁
護
活
動
の
基
盤
は
、

「
大
逆
事
件
」を
振
り
返
る
以

下
の
発
言
に
象
徴
さ
れ
る
。

「
勝
つ
べ
き
に
勝
ち
、
敗

れ
る
べ
き
に
敗
れ
る
の
が
正

し
い
。
敗
れ
る
べ
き
に
勝
て

ば
不
正
で
あ
る
。
勝
つ
べ
き

に
敗
れ
る
の
は
恥
辱
で
あ

る
」
「
在
野
法
曹
の
任
務

は
、
一
に
も
人
権
擁
護
で
あ

り
、
二
に
も
人
権
擁
護
で
あ

る
。
人
権
擁
護
を
離
れ
て
弁

護
士
の
任
務
は
あ
り
ま
せ

ん
」今

村
は
１
８
６
６
（
慶
応

２
）
年
、
長
野
県
下
伊
那
郡

飯
田
村
（
現
飯
田
市
）
に
生

ま
れ
た
。
１
８
８
４
（
明
治

１７
）年
に
上
京
。
大
審
院（
現

在
の
最
高
裁
）
判
事
・
伴
正

臣
の
書
生
と
な
る
。
１
８
８

６
（
明
治
１９
）
年
、
専
修
学

校
（
専
修
大
学
）
法
律
科
に

入
学
、
昼
は
書
生
、
夜
は
学

生
と
い
う
生
活
を
送
っ
た
。

１
８
８
８（
明
治
２１
）年
、

代
言
人
試
験
に
合
格
。
同
年

９
月
に
は
卒
業
生
総
代
と
し

て
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
。

大
学
内
に
住
ん
で

弁
護
士
活
動
の
傍
ら
、
本

学
評
議
員
、
理
事
を
務
め
、

戦
後
の
１
９
４
６（
昭
和
２１
）

年
、
総
長
に
就
任
し
た
。

敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

専
修
大
学
で
は
、
学
生
と
教

員
に
よ
る
学
園
復
興
運
動
が

興
り
、
大
学
刷
新
運
動
に
つ

な
が
っ
た
。
「
学
生
管
理
委

員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
教
員

・
職
員
を
含
む
「
大
学
再
建

準
備
委
員
会
」
に
発
展
、
小

泉
嘉
章
総
長
に
対
し
、
戦
争

責
任
と
経
営
不
適
切
を
理
由

と
し
て
辞
任
を
求
め
た
。

同
委
員
会
が
新
し
く
総
長

に
求
め
た
の
が
、
す
で
に
８０

い
ん
と
ん

歳
を
超
え
、
隠
遁
生
活
を
送

っ
て
い
た
今
村
で
あ
っ
た
。

当
時
は
旧
制
大
学
か
ら
新

制
大
学
に
移
る
過
渡
期
に
あ

り
、
施
設
の
拡
充
、
人
員
の

整
備
な
ど
総
合
的
な
経
営
努

力
が
求
め
ら
れ
た
。

こ
こ
で
今
村
は
、東
京
・
杉

並
の
広
大
な
屋
敷
と
土
地

（
約
１
万
平
方
㍍
）
の
す
べ

て
を
新
制
・
専
修
大
学
に
寄

付
。
大
学
の
一
室
に
居
を
構

え
、
本
学
再
建
の
陣
頭
指
揮

に
あ
た
っ
た
。

１
９
４
９（
昭
和
２４
）年
、

日
本
電
気
か
ら
生
田
敷
地
を

獲
得
。
学
部
の
拡
張
を
図
っ

た
。今
村
の
要
請
に
よ
り
、東

京
大
学
か
ら
招
へ
い
し
て
大

河
内
一
男
経
済
学
部
長
（
の

ち
に
学
長
）、杉
村
章
三
郎
法

学
部
長
を
誕
生
さ
せ
る
な
ど

教
員
組
織
の
改
革
も
進
め
た
。

１
９
５
４（
昭
和
２９
）年
、

神
田
校
舎
の
住
居
で
そ
の
生

涯
を
終
え
た
。
８８
歳
。

権
力
を
恐
れ
ず
、
時
流
に

流
さ
れ
ず
、
被
告
人
・
依
頼

人
の
人
権
の
た
め
に
弁
護
活

動
を
行
っ
た
今
村
は
、
最
後

の
仕
事
と
し
て
母
校
・
専
修

大
学
の
復
興
に
情
熱
を
傾
け

た
の
だ
っ
た
。

※
大
逆
罪
∥
天
皇
制
の
下

に
あ
っ
た
大
日
本
帝
国
憲
法

下
、
日
本
政
府
は
、
天
皇
や

皇
族
に
危
害
を
加
え
た
も

の
、
加
え
よ
う
と
し
た
も
の

を
大
逆
罪
と
し
、
極
刑
を
も

っ
て
臨
ん
だ
。


参
考
文
献
・
専
修
大
学
今

村
法
律
研
究
室
編
『
今
村
力

三
郎
「
法
廷
五
十
年
」』


小
林
伸
一
郎
さ
ん
（
昭
５５

経
済
）
が
写
真
集
「H

A
C
H

I
N
O
H
E
C
I
T
Y

」
（
講
談
社

・
税
込
３
０
０
０
円
）
を
刊

行
し
、
関
連
の
写
真
展
、
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
。

【
写
真
展
】
▽
日
時
∥
１０

月
２５
日
（
日
）
ま
で
（
月
・

火
と
１０
／
１８
は
休
館
）
１１
時

～
１９
時
▽
場
所
∥
東
京
・
護

国
寺
「
講
談
社
Ｋ
｜
ス
ク
エ

ア
高
層
棟
」
１
Ｆ

☎
０３

（
５
３
９
５
）
４
６
２
８

【
ロ
ケ
地
探
訪
ツ
ア
ー
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】
▽
日
時

∥
１１
月
８
日
（
日
）
１０
時
～

１６
時
▽
参
加
費
∥
２
０
０
０

円

㈳
八
戸
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
☎
０
１
７
８

（
４１
）１
６
６
１

テ
レ
ビ
界
で
活
躍

す
る
２
人
の
卒
業
生

▽
山
田
順
子
さ
ん
（
昭
５１

文
∥
７
面
参
照
）
が
時
代
考

証
担
当
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
日
曜
劇
場

「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
｜
仁
｜
」が
１０
月
１１

日
か
ら
放
映
さ
れ
て
い
る
。

▽
渡
�
睦
月
さ
ん
（
平
９

院
文
修
）
脚
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土

曜
ド
ラ
マ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ド
」
（
全
５
回
）
が
１０
月
１０

日
か
ら
放
映
さ
れ
て
い
る
。

松
本
勝
範
さ
ん
が

全
日
本
剣
道
に
出
場

剣
道
部
Ｏ
Ｂ
の
松
本
勝
範

さ
ん
（
平
１７
法
∥
神
奈
川
県

警
）
が
１１
月
３
日
（
火
）
日
本

武
道
館
で
行
わ
れ
る
第
５７
回

全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
に

神
奈
川
県
代
表
で
出
場
す
る
。

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

２
０
０
９
」
を
１０
月
３１
日

（
土
）
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

〈
新
潟
県
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
３１
日
（
土
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
新
潟
市
中
央
区
弁

天
「
新
潟
東
急
イ
ン
」

吉

野
直
樹
氏
☎
０
９
０
（
２
３

０
８
）
２
８
１
０

〈
高
知
県
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
３１
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
高
知
市
は
り
ま
や

町
「
得
月
楼
」

戸
梶
邦
彦

氏
☎
０
９
０
（
１
０
０
７
）

５
０
７
１

〈
２
９
会
総
会
〉

▽
１１
月
７
日
（
土
）
１３
時
開

会
▽
台
東
区
上
野
公
園
「
上

野
精
養
軒
」

丸
山
貞
雄
氏

☎
０
４
８
（
４
７
１
）
３
６

７
９

〈
宮
崎
県
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
８
日（
日
）１７
時
開
会

▽
宮
崎
駅
東
「
ウ
ェ
ル
シ
テ

ィ
宮
崎
」

佐
藤
俊
三
氏
☎

０
９
８
５（
２４
）４
３
２
３

〈
大
田
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
８
日
（
日
）
１７
時
開

会
▽
大
田
区
蒲
田
「
中
華
レ

ス
ト
ラ
ン
・
青
樺
楼
」

深

谷
城
保
氏
☎
０
９
０
（
３
２

３
７
）
７
３
０
７

〈
仙
台
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１３
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
仙
台
市
青
葉
区

「
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
」

長

嶋
匠
二
氏
☎
０
２
２
（
２
７

９
）
９
５
０
０

〈
筑
豊
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１４
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
福
岡
県
飯
塚
市

「
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ

テ
ル
」

青
柳
陽
一
氏
☎
０

９
４
８
（
２８
）
５
８
２
５

〈
静
岡
県
支
部
連
合
総
会
〉

▽
１１
月
１４
日（
土
）１５
時
開
会

▽
静
岡
市
「
ク
ー
ポ
ー
ル
会

館
」

古
川
衛
氏
☎
０
５
４

（
３
５
２
）２
２
２
８

〈
町
田
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１４
日（
土
）１８
時
開
会

▽
町
田
市
森
野
「
町
田
市
民

ホ
ー
ル
」

松
田
征
士
氏
☎

０
８
０（
１
０
１
９
）２
８
０
５

ア
ド
ニ
ス
４９
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
４９

号
」
が
１０
月
１５
日
に
発
行
。

主
な
内
容
は
、特
集
・
仕
事
基

礎
力
の
第
３
回
「
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
力
」、「
わ
れ
ら
専
修
人
」

で
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
㈱
代

表
取
締
役
社
長
の
森
田
隼
人

さ
ん
、
Ｉ
Ｐ
ホ
テ
ル
福
岡
常

務
取
締
役
総
支
配
人
の
金
顕

泰
さ
ん
の
紹
介
な
ど
。

◆
校
友
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
☎
０３
（
３
２
６

５
）７
５
７
９
事
務
局
ま
で
。

吉
岡

健
次
氏
（
よ
し
お

か
・
け
ん
じ
）
元
経
済
学
部

教
授９

月
１３
日
、
９１
歳
で
死

去
。
１
９
８
２
年
か
ら
６
年

間
在
職
。
担
当
は
財
政
学
。

「
計
理
の
専
修
」
と
し
て

名
を
馳
せ
て
き
た
本
学
に

は
、
校
友
会
に
「
会
計
人

会
」
が
あ
る
。
女
性
と
し
て

初
の
会
長
。
当
面
の
目
標

は
、
大
学
の
教
員
の
協
力
を

仰
い
で
、
会
計
人
と
し
て
活

躍
す
る
卒
業
生
の
情
報
を
集

め
、
若
い
世
代
の
加
入
で
会

を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と

語
る
。

高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
い
て
い

た
。
「
長
く
続
け
ら
れ
る
仕

事
を
し
た
い
。
資
格
を
取
得

で
き
る
学
部
に
」
と
商
学
部

会
計
学
科
に
入

学
。
授
業
料
免

除
の
特
待
生
と

な
っ
た
。
大
卒

女
子
の
就
職
が

厳
し
か
っ
た
時

代
。
ゼ
ミ
指
導

の
小
澤
康
人
教

授
の
勧
め
で
大

学
院
に
進
む
。

齊
藤
明
教
授
に

師
事
し
、「
税
理

士
」
を
一
生
の

仕
事
に
し
て
い

こ
う
と
決
意
し

た
。大

学
院
修
了
後
５
年
ほ
ど

在
籍
し
た
公
認
会
計
士
・
税

理
士
事
務
所
で
は
、
「
デ
ー

う

の

タ
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
問
題

意
識
を
も
っ
て
資
料
に
あ
た

る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
徹
底

し
て
た
た
き
こ
ま
れ
た
。
終

電
間
際
ま
で
業
務
に
没
頭
す

る
な
か
で
力
を
つ
け
、
経
営

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
な
ど
も
任

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
え
る
こ

と
は
刺
激
的
で
し
た
が
、
現

場
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不

安
を
感
じ
、
独
立
を
決
意
し

ま
し
た
」。

東
京
税
理
士
会
板
橋
支
部

の
副
支
部
長
も
務
め
て
い

る
。
区
内
に
は
中
小
企
業
が

多
い
。
「
単
な
る
税
務
処
理

で
は
な
く
、
会
社
を
良
く
し

て
い
く
た
め
に
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
と
ポ
リ
シ
ー
を

伝
え
、
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
方
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
結
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」
。
厳
し
い
が
、
結
果
を

残
す
吉
田
流
の
仕
事
ぶ
り
が

評
判
を
呼
び
、
顧
客
を
増
や

し
て
き
た
。

納
税
者
が
も
っ
て
い
る
権

利
を
擁
護
す
る
た
め
、
行
政

と
の
間
に
立
っ
て
、
信
頼
に

こ
た
え
る
仕
事
を
し
て
い
る

だ
い

ご

み

充
実
感
が
醍
醐
味
だ
と
い

う
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
が
大
切
。
自
分
ら
し
く

長
く
働
き
た
い
と
考
え
て
い

る
女
子
学
生
に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
エ
ー
ル
を
送
る
。

事
務
所
の
本
棚
に
は
整
然

と
並
ん
だ
教
科
書
が
。「
私
の

原
点
で
す
」
と
学
生
時
代
を

懐
か
し
む
よ
う
に
見
つ
め
た
。

今今
村村

力力
三三
郎郎

戦後復興期に総長を務めた

今村力三郎は、人権擁護に尽

くす在野の弁護士としても活

躍した。今村の足跡を振り返

ってみよう。

▲ 法服を着た晩年の今村

私
財
投
げ
打
っ
て

専
大
再
建
に
奔
走

－結果残す「吉田流」顧客増やす－

▲ 今村の人生観が表れる晩年の書「深知篤行」

専
修
大
学
会
計
人
会
の

会
長
に
就
任
・
税
理
士

よ
し

だ

の
ぶ

え

吉
田

伸
江
さ
ん

（
昭
５４
院
商
修
）
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